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	・　ＰＤＣＡサイクルを適切に機能させるため、次期目標期間においては、Ｃ評定となった項目について、評価の根拠となる取組実績や目標に対する達成状況を具体的に記載するとともに、改善方針を明確に記載するべきではないか。
	特に、Ｃ評定が継続するような項目については、法人の取組状況等の現状を的確に分析し、課題を整理した上で、取組の方向性を見直すことも念頭に置いて改善方針を検討するとともに、その結果に基づき、法人に期待する取組と成果について、目標策定に先立って、法務大臣と法人との間で共通認識を図ることが必要ではないか。
	・　コロナ禍への対応としてオンラインによる法律相談援助を実施した実績や知見を活用し、常勤弁護士の配置が十分でない地域等におけるオンラインによる司法アクセスの拡充を図るなど、業務のデジタル化を一層推進してはどうか。

